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会社の概要（１）

株式会社Ｅストアー ４３０４ （ＪＡＳＤＡＱ）

３

● 設立年月日 １９９９年２月１７日 （２００１年９月１９日上場）

● 事 業 内 容 本店ECのシステムとマーケティング提供

● 資 本 金 ５億２,３３２万円、 時価総額 １０６億円 （１８年２月末）

● 取 締 役 代表 石村賢一、 今村文哉、 柳田要一

● 従 業 員 数 ２５０名（前期比＋２５） 2017年3月末現在

● 本 社 東京都港区西新橋１－１０－２ 住友生命西新橋ビル

● 拠 点 札幌、大阪、福岡、ホーチミン（開発センター）

会社概要



約７年刻みで新しい収益軸づくりをおこない事業成長を続けている
19期（2017年3月期） 決算説明資料より
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ＥＣシステム （ストック・フロウ）

マーケティング事業

マーケティングサービス

ＥＣフロウ事業
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2017年3月

ＥＣストック事業

会社の概要（２）会社概要



会社の概要（３）

EC業界の黒子として『EC本店』を支援する

５

総合通販 ＆ 大衆商品 直販通販 ＆ 専門商品

（主催社） （支援社）

ＥＣ小売

ＥＣモール店 ＥＣ本店

会社概要



会社の概要（４）

楽天/ヤフー/ＤｅＮＡ/Ｅストアー 受賞店舗からみえてくる、特徴

会社概要

ウェブメディア「ＥＣのミカタＷＥＢ」
2015年 各モール総合賞の比較。各社サイトより

６

モール店は、家電やドラックストアなど大量生産向きの商品が強い

本店は、強い独自性を持つ店舗とオリジナル商品が強い



会社の概要（５）

本店とモール店の経営メリット・デメリット

会社概要

７2015年12月 ウェブメディア「ＥＣのミカタＷＥＢ」
独自ドメイン店とモール店の比較表



会社の概要（６）

ＥＣ本店の総合支援サービス

ＥＣ本店の支援

システム提供 マーケティングサービス

●販売システム（利用店舗 11,590店）

●販売促進システム

●調査分析…コンサル

●制作代行…店舗作り

●集客代行…広告宣伝

●運営代行…受注管理

集客
代行

制作
代行

調査
分析

８

会社概要

運営
代行

ＡＢテストの

メールＣＲＭの



会社の概要（７）

クライアント例

９

会社概要
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当社の収益構造

11

● 店舗数に連動するストック売上
通販システム月額利用料×店舗数

● 店舗の業績に連動するフロウ売上

店舗売上の一定割合を徴収（受注手数料、決済手数料）

● 店舗の販促支援によるマーケティング売上

コンサル、制作、集客などの役務提供料

● メディア、その他売上

システム提供に連動

マーケティング代行に連動

収益構造と当社戦略

集客

代行

制作

代行

調査

分析

運営

代行



ＥＣ市場と戦略の背景

12

収益構造と当社戦略

● ＥＣ市場の成長（ＥＣ化率）

● ＥＣ参入事業者増

● 後発の販売システム業者増

※競争激化、過当競争

● 費用拡大、獲得減に転じる （成熟期へ）

●主戦場をマーケティング支援へ変更 （成長期へ）

出展：日本のＢｔｏＣ‐ＥＣ 市場規模の推移 （経済産業省 2017年4月）



集客 転換 客単売上

13

ＥＣ売上の基本公式収益構造と当社戦略

来客人数 購入率 購入金額

マーケティング支援による業績改善

ヒト依存による役務サービス

新たなマーケティングシステム



マーケティング支援 事例（１）収益構造と当社戦略

米穀専門店 独自商品で一点突破

ネットショップ「米のさくら屋」のトップページ

● 売上、顧客、マーケットの分析

● オリジナル商品開発

● ペルソナの設定

● 販売戦略

● もう一つの戦略

14
商業界 2017年9月号 掲載



マーケティング支援 事例（２）収益構造と当社戦略

ロイヤルパークホテルの認知向上をサポート

ロイヤルパークホテル Ｆａｃｅｂｏｏｋで公開している動画

● レストラン、ウェディング需要の認知向上

● 現状分析

● ミレニアム世代

● Facebook、Instagram

● 当社ユーザー企業
とのコラボレーション

15マイナビニュース 2017年11月 掲載



当社の特徴・強み

他社と比較して、ワンストップが当社唯一

16

システム データ 調査分析 制作 集客 運営

Ｅストアー ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

他のＡＳＰ会社 ◎
当社より遥か
に少ない ◎

モール会社 ◎
モール内
データのみ ◎

ＳＩベンダー ◎ 自社のみ ◎

広告代理店 自社のみ ◎ ◎

ＥＣコンサル 自社のみ ◎ ◎ ◎

物流会社 自社のみ ◎

顧客の目的 は、部分最適ではなく、商売最適。

ＥＣ本店に特化し２０年、累計５万社の事例、累計流通額1兆円のデータ

顧客から
見た時に
得られる

物事

収益構造と当社戦略



当社戦略

17

● 店舗数に連動するストック売上
販売システム支援業者ではなく、ＥＣ総合支援業者へ

● 店舗の業績に連動するフロウ売上
ＥＣ支援により顧客店舗業績向上が見込める

● 店舗の販促支援によるマーケティング売上
コンサル、制作、集客などの役務提供料

● メディア、その他売上

収益構造と当社戦略
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前年度（１９期）実績

『質』と『マーケティング』 への事業シフトに大きく投資

個別損益 実績 対前年比（％） 対前年増減額

売 上 高 ４,７７５ １０２％ ＋１１５

ストック １,９６７ ９６％ △８０

フロウ １,９６７ １０３％ ＋５２

マーケティング ７８８ １３２％ ＋１９２

メディア・その他 ５４ ５２％ △４９

営 業 利 益 ４０７ ６５％ △２２２

経 常 利 益 ４０２ ６４％ △２２７

当 期 純 利 益 ２８６ ６８％ △１３５

※ 単位百万円、表示桁数未満を四捨五入

1９期（2017年3月期） 決算説明資料より

19

足元の業績



２０期（第３四半期決算）

マーケティングが続伸
売上高は、前年同期間比１０７％の３８.２億円

※ 単位百万円、表示桁数未満を四捨五入

20

足元の業績

個別損益 実績 対前年比（％） 対前年増減額

売 上 高 ３,８１６ １０７％ ＋２４１

ストック １，４０５ ９５％ △８０

フロウ １，５４３ １０４％ ＋６２

マーケティング ８４２ １４９％ ＋２７７

メディア・その他 ２６ ５７％ △１８

営 業 利 益 ４１９ １２７％ ＋９０

経 常 利 益 ４４７ １３８％ ＋１２３

当 期 純 利 益 ３０６ １３８％ ＋８５



マーケティング支援の強化

21

足元の業績

マーケティング売上高は、前年同期間比４９％成長
通期で１０億円を超える見通し

16期 17期 18期15期 19期
20期
3Ｑ

[ 百万円 ]

0

500

1,000

第4四半期売上高は、今期成長率
を加味した数値予想になります。



量から質へのシフト

22
※ 表示桁数未満を四捨五入しています。

足元の業績

2Ｑ 3Ｑ 4Ｑ1Ｑ 1Ｑ 2Ｑ

19期
（2017年3月期）

20期
（2018年3月期）

顧客店舗数は継続的に減少（前年同期間比９％減少）、
ただし、顧客店舗業績は伸長

※ 数値は、通販システム（ショップサーブ）になります

17期
3Ｑ

18期
3Ｑ

19期
3Ｑ

20期
3Ｑ

【 1顧客店舗当たり 第3四半期累計業績 】
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下期施策＆着地見込

●期初に掲げた全体方針は変更なし

方針：マーケティングサービスへの傾注

施策：次世代に向けた、人材、システムへの投資を継続

●売上高は、対前年比５％の成長
営業利益は、前年度並みを維持しつつ、次世代への投資を強化

24

今後の計画

前年実績 今期実績 対前年比（％）
対前年
増減額

売 上 高 4,775 4,990 105% ＋215

営 業 利 益 407 403 99% △4

※ 単位百万円、表示桁数未満を四捨五入



次世代に向けた事業計画今後の計画

レンタルサーバー等

ＥＣシステム

マーケティングサービス

マーケティングシステム

４つめの循環に向けた、マーケティングシステム事業が始動
より早く大きく、時代をリードしてゆく計画

その先・・・時代をリード

創業 現在 未来

※ 数値は上期業績を通期にスプレッドした場合の現在の概算

３億円

ストック １８億円 + フロウ １９億円

１０億円
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株主還元、配当方針、実績

26

１）利益の三者山分け理念（株主、顧客、社員）良い時も悪い時も

２）短期ではなく長期を大切にする

３）株価も大切ながら、配当など安定還元を重視

上場より継続中 前年度より優待制度（クオカード）実施

株主還元について
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株主還元、配当方針、実績ステークスホルダー全員の力で実現して参ります！

創業理念
日本中をウェブショップだらけにしたい
モールは小売ではなく卸売なのでこの理念に非ず

事業テーマ
ＥＣ強化と人手不足を一気に解決
デフレ社会、労働力減、ＩＴ社会化への回答

価値原則
最先端のモノ作りよりも、地に足が着いたコト

評価原則
アタマで考えず ココロで想わず ハラで動く 胆力を評価

27



株主還元、配当方針、実績

本資料および説明会での内容については、現在入手可能な情報から説明しておりますが、事業環境が大きく変動する

ことも考えられます。投資のご判断の際には、本資料に併せて、有価証券報告書などの法定開示書類をご参考にして

下さいますよう、お願い申し上げます。なお、閲読性を考慮し、掲載されている取引先様の機関名、会社名など敬称を

省略させて頂いております。
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